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1.はじめに 

 本研究は、既報Ⅰ～Ⅴ）に関連する一連の研究

に位置づけられ、前稿Ⅳ）では、千葉県におけ

る認知症高齢者のグループホーム（以下ＧＨ）

を対象として、ＧＨ責任者は、ＧＨ居住者と周

辺居住者間での活動や交流の機会を求めてい

ること。その一方で、周辺環境評価から特定の

活動（コミュニティ活動等）を行う受け皿とな

る場の必要性が顕在していること等を報告し

た。本稿では、千葉県千葉市のＧＨを対象とし、

立地特性・周辺環境の評価（現況）及び周辺環

境として必要と考える施設（要望）の関係性に

視座を置き、持続可能なＧＨの周辺環境特性等

に関する基礎的知見を得ること目的とする。 

 
2.調査概要 

 本稿では、ＧＨの責任者を対象としたアンケ

ート調査及び立地特性に関する調査の比較を

通して、千葉市に立地するＧＨの周辺環境に対

する評価（現況）と周辺環境として必要と考え

る施設（要望）の関係的側面から考察する。 

 

2-1.アンケート調査（表1・2） 

千葉県より指定認知症対応型共同生活介護

の認証を受けた千葉市に立地するＧＨ92事例

を対象として、ＧＨ責任者にアンケート調査を

実施した。  

立地特性・周辺環境に対する評価（現況）に

ついては、5段階評価法（「満足」5点、「やや

満足」4点、「普通」3点、「やや不満」2点、

「不満」1点）にて考察を行う。 

表1 アンケート調査概要 

総施設数（配布数） 回収数 回収率

92 58 63%

認知症高齢者のグループホーム（責任者）

 

 

表2 アンケート周辺環境調査内容 

集会施設 ボランティア施設、共用スペース、自治会等の地域活動

販売施設・店舗 買い物・銀行等の日常生活の便

病院 病院等のある場所、病院での対応

学校施設 学校等の教育施設

レクリエーション施設 緑・公園

集会施設 公民館、様々な人々と交流できる場所、高齢者が集まれる場所

販売施設・店舗 スーパーマーケット、商店街、コンビニ

病院 医療機関

学校施設 幼稚園・学校

レクリエーション施設 公園

立地特性・周辺環境に対する評価（現況）

必要と考える施設（要望）

 
 

2-2.周辺環境調査（表3） 

ＧＩＳを用いて、ＧＨを中心とし半径500ｍ

圏内に立地する各施設の、施設数・平均施設間

距離・施設密度について整理した。平均施設間

距離はＧＨと各施設間の距離について、施設分

類ごとに算定している。 

 

表3 施設分類 

集会施設 市民会館、集会所、公民館、コミュニティーセンター、児童館等

販売施設・店舗 商店・店舗、商店街、スーパーマーケット、ショッピングセンター、コンビニ等

病院 病院、診療所、医院等

学校施設 幼稚園、小学校、中学校、高等学校等

レクリエーション施設 児童公園、近隣公園、地区公園、運動公園等

周辺環境調査

 

 

2-3.調査対象ＧＨの概要（図1） 

千葉市の人口は（総合政策局総合政策部統計

課、平成27年2月）約97万人であり、人口は年々

増加傾向であると共に、千葉県は全国で2番目

の人口の伸び率となっている。高齢者人口は約

22万人（高齢化率：約23％）で1人暮らしの高

齢世帯は約30万世帯、認知症高齢者は約12万人

（約12％）となっている。尚、調査対象ＧＨの

概要（千葉市に立地するＧＨ58事例の階層・ユ

ニット数・居住者数）を図1に示す。 
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中央区 花見川区 稲毛区 若葉区 緑区 美浜区 千葉市

事例 11 22 6 10 8 1 58

階層 1.8 1.8 1.5 1.7 1.6 1.0 1.6

ユニット 1.9 1.9 2.5 1.8 1.9 2.0 2.0

合計人数（人） 14.1 14.1 17.7 15.5 16.3 17.0 15.8

男（人） 2.6 3.7 3.0 5.0 4.6 6.0 4.1

女（人） 11.6 10.5 14.7 10.5 11.7 11.0 11.7  
図1 調査対象ＧＨの概要 

 
3.周辺環境特性 

3-1.平均施設数（表3） 

 平均施設数において、「販売施設・店舗」は

約3.7、「病院」「レクリエーション施設」は

約2.5、「集会施設」「学校施設」は約1.5とな

っている。 

表3 平均施設数 

施設分類 施設内容
自治会館 0.48

集会所 0.69
公民館 0.22

コミュニティセンター 0.07
商店・店舗 2.19

スーパーマーケット 0.36
コンビニ 1.05

ショッピングセンター 0.19
病院 0.16
診療所 1.26

医院 0.74
幼稚園 0.62
小学校 0.60
中学校 0.38

高等学校 0.17
公園 2.52

運動公園 0.19

1.74

レクリエーション施設 2.62

平均施設数

1.47集会施設

販売施設・店舗 3.69

病院 2.34

学校施設

 
 

3-2.平均施設間距離と施設密度（図2） 

全ての施設における平均施設間距離は336ｍ、

施設密度は3.1施設数/k㎡となっている。 

平均施設間距離において施設分類毎のばら

つきは小さく、平均300ｍ～400ｍの範囲に立地

している。 

施設密度において、「集会施設」は1.9施設

数/k㎡で最も低く、「販売施設・店舗」は5.0

施設数/k㎡で最も高くばらつきがみられる。他

の４施設分類に比較して、「販売施設・店舗」

は、平均施設間距離は短く、施設密度は高 

い傾向がみられた。 
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図2 平均施設間距離と施設密度 

 

4.立地特性・周辺環境に対する評価（現況） 

4-1. 平均施設間距離と立地特性・周辺環境に

対する評価(現況)(図3） 

 立地特性・周辺環境に対する評価（現況）に

おいて、「集会施設」「販売施設・店舗」「病

院」は、約3.0、「学校」「レクリエーション

施設」は約3.5程度となり立地特性・周辺環境

における評価は低くない傾向がみられる。平均

施設間距離と立地特性・周辺環境の評価の関係

性において、施設分類毎に類似傾向がみられる。
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図3 平均施設間距離と立地特性・周辺環境に対す

る評価(現況) 
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4-2.施設密度と立地特性・周辺環境に対する評価 

(現況)(図4) 

 立地特性・周辺環境に対する評価（現況）に

おいて「集会施設」「病院」は約3.0、「学校」

「レクリエーション施設」は約3.5であり、施

設密度は1.5～3.5施設数/k㎡となっている。 

「販売施設・店舗」は周辺環境に対する評価

（現況）は約3.0、施設密度は5.0施設数/k㎡と

なっており、施設分類毎に異なる傾向がみられ

る。 
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図4 施設密度と立地特性・周辺環境に対する 

評価（現況） 

 

5.立地特性と周辺環境として必要と考える 

施設（要望） 

立地特性と周辺環境として必要と考える施

設（要望）の比較を通じて、施設間平均距離、

施設密度の傾向的特性を整理する。 

 

5-1.平均施設間距離と周辺環境として必要と

考える施設(要望)(図5) 

周辺に必要と考える施設（要望）に関して、

「病院」46.6％、「レクリエーション施設」

46.6％が高い傾向を示し、「学校」29.3％が最

も低い割合を示しているものの、全ての施設分

類においては30.0％～50.0％の要望が顕在し

ている。 

また、平均施設間距離においても、300ｍ～

400の範囲の立地を意識している。平均施設間

距離及び周辺環境として必要と考える施設（要

望）において、施設分類毎の差異はみられず、

平均して約330ｍ程度の範囲の立地に対して約

40％を超える要望がみられる。 
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図5 平均施設間距離（要望） 

 

5-2.施設密度と周辺環境として必要と考える

施設(要望)(図6) 

 「集会施設」「病院」は周辺環境として必要

と考える施設（要望）が約30.0～40.0％、施設

密度は約1.5～2.5施設数/k㎡であり、他の施設

と比較して、周辺環境として必要と考える施設

（要望）と施設密度共に低い傾向がみられた。

一方で、「病院」「レクリエーション施設」は周

辺環境として必要と考える施設（要望）が約

40.0～50.0％、施設密度は約3.0～3.5施設数/k

㎡であり、「販売施設・店舗」は周辺環境とし

て必要と考える施設（要望）が約44.8％、施設

密度は約5.0施設数/k㎡であることから「集会

施設」「病院」と比較して、周辺環境として必

要と考える施設（要望）、施設密度共に高い傾

向がみられた。 
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図6 施設密度と周辺環境として必要と考える 

施設（要望） 
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6.まとめ 

 本稿では、千葉市に立地するＧＨを対象とし

て、立地特性・周辺環境の評価（現況）及び周

辺環境として必要と考える施設（要望）の比較

を通して以下の基礎的知見を得た。 

１）立地特性から、調査対象としたＧＨの周辺

に立地する平均施設数は、「販売施設・店舗」

は約3.5、「集会施設」「学校施設」は約1.5

となっている。 

また、平均施設間距離と施設密度の関係から、

「病院」「学校」は平均施設間距離が長く、施

設密度は低い傾向がみられた。          

「販売施設・店舗」「レクリエーション施設」

は、平均施設間距離が短く、施設密度は高い傾

向がみられたと共に、「集会施設」は平均施設

間距離が短く、施設密度は短い傾向がみられ、

調査対象としたＧＨの周辺環境として、全ての

施設において、平均施設間距離が約300ｍ～400

ｍ、施設密度が約1.5～5.0施設数/k㎡の周辺環

境を有する地域にＧＨは立地していると考え

られる。 

２）平均施設間距離と立地特性・周辺環境に対

する評価（現況）の関係から、全ての施設にお

いて、平均施設間距離が約300～400ｍに立地し

ている場合、立地特性・周辺環境に対する評価

（現況）において、低い評価（不満）を意識し

ていない傾向が明らかになった。一方で、周辺

環境として必要と考える施設（要望）において

は、全ての施設において、約30.0％～50.0％が

周辺環境において必要性を意識していること

から、ＧＨ責任者は現況にあまり不満は感じて

いないものの、持続的なＧＨの運営において各

種施設の必要性を意識していると言えよう。 

３）施設密度と立地特性・周辺環境の評価（現

況）の関係から、全ての施設において、施設密

度が約1.5～5.0施設数/k㎡に立地している場

合、立地特性・周辺環境の評価（現況）に関し

て、あまり不満を意識していない傾向がみられ

た。その一方で、「学校」や「集会施設」と比

較して高齢者の日常生活と密度に関係する「販

売施設・店舗」、「レクリエーション施設」、

「病院」の周辺環境としての立地要望は高くな

っていると言えよう。 

４）「販売施設・店舗」は、他の4施設分類と

比較して施設密度が最も高くなっている周辺

環境を有している。一方で、立地特性・周辺環

境の評価（現況）や周辺環境として必要と考え

る施設（要望）は他の施設分類と同程度である

ことから、ＧＨの周辺環境において、施設数（内

容）の増加と共に施設密度が高くなる周辺環境

が望まれると考えられる。 

 

7.今後の課題 

 本稿では、千葉市におけるＧＨを対象とし、

立地特性・周辺環境の評価（現況）及び周辺環

境に必要と考える施設（要望）の比較を通じて、

「集会施設」「販売施設・店舗」「病院」「学

校施設」「レクリエーション施設」の施設につ

いて整理した。今後は、より詳細な施設分類別

の比較を行い、持続可能なＧＨを運営していく

上で、望ましい周辺環境の傾向的特性を明らか

にすると同時に本研究で実施したアンケート

調査結果と千葉市における外部評価の比較を

通じて、認知症高齢者の生活と周辺環境の関係

性について更に検討を深めたい。 
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